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文序

本書は、延岡市教育委員会が国県補助を受け実施した市内遺跡発掘調査事業の調査

報告書です。

延岡市は宮崎県の北部に位置し、五ヶ瀬)「 I水系の水力資源を利用した県内最大の電

気化学工業集積地となっています。また、近世より県内随一の城下町として繁栄し、

県北地域における教育文化・産業経済の牽引者としての役割を果たしています。

近年は、市民参加による「のべおか天下一薪能」や「城山かぐらまつり」などの開

催や、九州保健福祉大学の開学をはじめ、悲願であつた東九州自動車道の一翼を担 う

国道 10号延岡道路や国道 218号北方延岡道路の部分開通など、県北地域は大きな変

革を迎えています。さらに、昨年 2月 には合併特例法に基づく旧北方町、旧北浦町と
の合併に加えて本年 3月末には旧北川町を迎え、九州内でも有数の市域面積をもつ都

市として、伝承芸能や市民文化をはじめ、農林水産資源などが融合した活気あふれる

まちづくりに歩みだしているところです。

本書が文化財保護への理解を深める一助となり、また、学術研究資料として広くご

活用いただければ幸いです。

最後に、発掘調査にあたり宮崎県教育委員会文化財課をはじめ、地権者及び開発事

業関係者のご協力を頂きましたことに対して、深く感謝いたします。

平成 19年 3月

延岡市教育委員会

教育長 牧 野 哲 久
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本書は、各種開発事業に伴い、延岡市教育

委員会が国 。県補助を受けて平成 18年度に

実施した市内遺跡発掘調査報告書である。

書名については、調査件数の増加もあり、

本年度以降は「市内遺跡」に変更することと

した。

本年度は、旧延岡市内 10箇所及び旧北方町

内 5箇所の試掘・確認調査を実施した他、

個人農地改良に伴う曽木原遺跡 (第 5次)の

発掘調査を実施した。

年度末に調査した上多々良遺跡 (第 5次 )、

延岡城内遺跡 (第 16次 )、 行膝町茂須野地点

及び曽木原遺跡 (第 3次 。第 5次 )は次年度

に報告する。

本書に使用した遺構 。遺物の実測 。トレー

ス 。図面作成は、小野信彦、山田 聡、尾

方農一、高浦 哲、敷石サヨ子、山本敬子、

藤本千鳥、森 有美、佐藤きみゑ、甲斐美

智代、橋本継美が行った。

現場及び遺物の写真撮影は各調査担当者が

行った。

方位は磁北を示し、本書に使用したレベル

はすべて海抜高である。

出土遺物は延岡市教育委員会にて保管して

おり、今後展示公開の予定である。

本書の執筆は各担当者が行い、編集は協議

の上、山田があたつた。
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Fig,1 延岡市位置図
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第 1章 はじめに

1.は じめ に

宮崎県北部に位置する延岡市は五ヶ瀬,II水系の下流部に開けた街で、豊富な水力資源を活用し

た電気化学工業集積地となっている。中心市街地には近世延岡藩の延岡城跡があり、「千人殺し石

垣」に代表される石垣群や城門跡などが残り、城下には、本小路、北町、中町、南町、紺屋町など

藩政時代の地名や町割りが残っている。本市では、1990年代後半よりこうした歴史的遺産を活用

したまちづくりに取り組んでおり、「内藤家伝来の能面展」、「のべおか天下一薪能」、「城山かぐら

まつり」等を開催しながら文化都市「のべおか」の情報発信に努めている。また、立ち遅れていたイ

ンフラ整備も着実に進んでおり、「一般国道 10号延岡道路」や「一般国道 218号北方延岡道路」の部

分開通をはじめ、延岡インターから市街地へのアクセス道路でもある本小路通線は歴史的景観に

配慮するなど街の様相は変貌を遂げつつある。一方、行政機構でも大きな変革期を迎えており、

昨年2月 には「市町村の合併の特例に関する法律」いわゆる「合併特例法」に基づき隣接する北浦町・

北方町の合併が行われ、本年 3月 末には北川町とも追加合併するなど、山・川 。里・海の伝統文

化が融合する新たな局面を迎えている。

本年度における埋蔵文化財保護行政は、民間による大規模開発は減少傾向であったが、不動産

鑑定にかかる照会件数が増加している状況にある。ここ数年の民間開発は小規模開発が主体で、

携帯電話会社によるアンテナ設置事業によるものが多い。一方、公共事業関連は予算縮減に伴い

減少傾向にあるが、北方町上崎地区農地保全事業や岡富古川地区土地区画整理事業等のプロジェ

クトが進められている。これらの開発事業と埋蔵文化財保護事業との調整資料を得るため、試掘・

確認調査等を実施している。

なお、上多々良遺跡 (第 5次 )、 延岡城内遺跡 (第 16次 )、 行際町茂須野地点、曽木原遺跡 (第 3

次 。第 5次)の調査は次年度報告とする。

2.調 査 の組 織

調査主体 延岡市教育委員会

教    育    長

教 育 部 長

文  化  課  長

文化課主幹兼文化財係長

副主幹兼文化振興係長

北 方 教 育 課 長

文化課文化振興係主任主事

北方教育課社会教育係長

文化課文化財係主任主事

文化課文化財係主任主事

文化課文化財係主任主事

北方教育課社会教育係主査

牧 野

由 良

渡 邊

九 鬼

黒 木

緒 方

久

明

吏

勉

朗

志

哲

公

博

　

育

尚

子

子

　

聡

一

哲

彦

直

清
　
　
　
農
　
　
信

岡

田

　

田

方

浦

野

松

春
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尾
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小

庶務担当

調査担当
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発掘作業員  安藤登美子、壱岐 忠治、甲斐カツキ、甲斐 龍男、甲斐 正子、甲斐三千代、

甲斐 如高、川名千代子、川野 尚子、酒井 清子、白石 良子、中川イツ子、

中川 文夫、中島 千賀、林田 裕子、山本 千穂、伊東かずえ、甲斐 共子、

甲斐美智代、河野 愛子、永田ミチエ、長村 壽子、西ロアヤ子、橋本 継美、

藤田キヌエ、藤田 律夫、藤本 ミサフ、柳川ヒデ子、柳田つよ子、柳田 久子、

山ロツヤ子、山本八重子

資料整理   敷石サヨ子、山本敬子、藤本千鳥、森 有美、佐藤きみゑ、甲斐美智代、

橋本継美

なお、調査にあたつては地権者の方々をはじめ関係機関及び開発業者などに多 くの配慮を賜つ

た。深 く感謝する。

第 1表 平成 18年度市内遺跡発掘調査地一覧表

番号 日自治体々 遺 跡 名 所 在 地 調査原因 調査開始 日 調査終了 日

1 延岡市 上大瀬町出口地点 廷岡市上大瀬町 3丁 目 14・ 16 個人住宅建設 20060412 20060417

延岡市 幸町第 1地点 延岡市幸町 2丁 目125番地外 ビル建設 40 0 20060512 20060525

延岡市 吉野遺跡 (第 8次 ) 延岡市吉野町 15862・ 15886 施設建設 30 0 20060516 20060619

4 延岡市 愛宕山第 1遺跡 延岡市愛宕町 6112番地 52 携帯電話無線基地局建設 34 0 20060530 20060612

5 延岡市 稲葉崎町宮田地点 延岡市稲葉崎町 2丁目2425番地 1・ 2 携帯電話無線基地局建設 20060613 20060616

延岡市 延岡城内遺跡 (第 15次 ) 延岡市天神小路 3049 個人住宅建設 20060830

7 延岡市 堂ノ上遺跡 延岡市三須町 1219番 地 倉庫建設 20061013

延岡市 上多々良遺跡 (第 5次 ) 延岡市岡富・古川町内 土地区画整理事業 20070118 20070320

延岡市 延岡城内遺跡 (第 16次 ) 延岡市本小路 17322 個人住宅建設 20070125

延岡市 行膝町茂須野地点 延岡市行膝町 650番 183 携帯電話無線基地建設 14 6 20070302

11 北方町 上崎地区遺跡 (第 7次・ 1区| 延岡市北方町上崎辰 13201・ 1322 県営農地保全整備事業 20060802 20060803

北方町 上崎地区遺跡(第 7次・2区 延岡市北方町上崎辰 9422・ 107338 県営農地保全整備事業 20060920 20060922

北方町 曽木原遺跡 (第 4次 ) 延岡市北方町曽木子 卜2・ 卜3・ 卜 丙 個人農地改良 16 0 20060808

北方町 角田上ノ原地点 延岡市北方町角田丑 5941 個人住宅建設 16 0

北方町 東原遺跡 延岡市北方町川水流卯 96514 個人住宅建設 18 0 20061113 20061115

北方町 曽木原遺跡 (第 5次 ) 延岡市北方町曽木子 卜2・ 卜3・ 卜 丙 個人農地改良 500 0 20070109 20070330
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1.上大瀬町出口地点 2.幸 町第 1地点 3.吉 野遺跡 (第 8次 )4 愛宕山第 1遺跡 5.稲 葉崎町
6.延岡城内遺跡 (第 15次)7 堂ノ上遺跡 8 上多々良遺跡 (第 5次)9.延 岡城内遺跡(第 16次 )

10.行膝町茂須野地点

Fig 2 平成 18年度市内遺跡発掘調査地分布図 (十 日延岡市・1/80,000)
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1.上崎地区遺跡第 7次―刊区 2.上崎地区遺跡第 7区 -2区 3.東原遺跡 4.角 田上ノ原遺跡 5,曽木原遺跡

Flg.3 平成 18年度市内遺跡発掘調査地分布図(十日北方町 。1/50,000)
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第 2章 調査の記録

1.上 多 々良遺跡 (第 4次 )

所 在 地 延岡市岡富町・古川町

調査原因 土地区画整理事業

調査期間 20060208～ 20060304

調査面積 83.0ぜ

担 当 者 尾 方

処  置 工事実施

(1)位置と環境 (Fig.4)

調査地周辺は岡富・古川地区区画整理事業に伴い、埋蔵文化財の試掘・確認調査、本調査が

行われている。市の北部に位置する高平山から、南の五ヶ瀬チ||に 向かって派生する舌状丘陵と、

その丘陵に囲まれた平野部に広がる遺跡群である。区画整理予定地内中央に位置する舌状丘陵

は、古くから箱式石棺が露出しており、埋蔵文化財包蔵地 として認識されていた (上多々良箱式

石棺群 )。 この岡富・古川地区は、五ヶ瀬川の氾濫に悩まされてきた土地である。

周辺地の調査は、上多芹良箱式石棺群の東に位置する舌状丘陵とその間の水田地帯を、平成

9(1998)年に上多々良遺跡第 1次調査として始まった。円墳 1基の所在確認と水田から中世の

土師器のイが出土している。平成 10年の上多々良箱式石棺群第 1次調査では箱式石棺 3基を検

出している。平成 15年に上多々良箱式石棺群第 2次を行っている。平成 16年 には上多々良箱

式石棺群西側の水田の一部を調査 (上多々良遺跡第 2次)を行っている。平成 17年～平成 18年

には上多々良遺跡第 3次調査として丘陵上の調査を行い、3基の円墳、箱式石棺 2基、中世の

骨蔵器等が確認されている。

今回の調査は、第 3次調査の北側、同一丘陵の上位 (A地区)と 第 2次調査の水田地帯の一部

(B地区)の調査を行つた。

才/f考

壽長最琵蔵電伊曇ヽ

1.上多々良箱式石棺群 2 上多々良遺跡 延岡古墳群第 34号墳

轟巖鶴 キ班
伊勢ノ前古墳

Fig 4上 多々良遺跡 (第 4次 )位置図 (1/15,000)
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(2)調査の概要 (Fig.5/Fig.6)

A地区は丘陵上の調査区で、同一丘陵上より円

墳 3基等が (上多々良第 3次調査)が検出されてい

るため、丘陵の頂部を重点的に調査を行 うことと

した。踏査を行い、調査地点を 5箇所に設定し丘

陵の下方からAl～A5地点とした。全ての地点

で丘陵の最頂部を合めた トレンチを十字状に設定

した。Al～A4地点は表土下約 20cmで地山であ

る岩盤が検出された。遺物等も出土せず、埋蔵文

化財の可能性は極めて低いと判断した。A5地点

は頂部付近に掘 り込みを確認した。 トレンチを広

げ、土墳 1基を確認した。土鍍の内部から陶磁器

片、鉄釘等が出上した。

B地区は上多々良箱式石棺群西側の水田地帯で

ある。この地区は現水田耕作地であるため、休耕

等の条件が合った場所から調査している。第 4次

調査では 2箇所 (Bl・ B2地点)の調査を行つた。

B2地点は水田地の中央西端にあたる。 トレンチ

を掘削するも湧水がひどく、壁面の崩落等も見え

ることから土層の観察のみで調査を終了した。 B

l地点は水田地の中央南端にあたる。用水路の隣

接地である。表上下約 60cmの間に4回の暗橙色鉄

分の沈殿が見られる。水田耕作の際の基盤層と思

われ、 1～ 3回 目の基盤層は薄 く、軟らかい。第

8層 にあたる 4回 目の基盤層は非常に硬 くしまっ

ている。この第 8層までが現代～現在までの水田

耕作層と考えられる。第 8層以下の層は、層厚 15～

20cmの層が連続する。やや砂質帯びた粘質土層で

あつた。第 15層 まで数え、地表下約 1.6mで湧水

が始まった。土層観察の結果及び自然科学分析 (プ

ラン トオパール分析)の結果から、旧水田の痕跡は

発見されなかつた。

(3)検出遺構 (Fig,7/PL.1)

A5地点より土鍍 1基を検出している。土鍍は精

円形状の平面形をなし、長軸 358cm、 短軸 252cm、

深さは約 20cmであつた。さらに中央部付近に直径

約 100cm、 深さ約 30cmの掘 り込みを有している。

陶磁器片、鉄釘等が出土している。土墳内の埋土

は以下のとおりである。 1は腐葉土、 2は淡暗黄

褐色土 (ア カホヤが混じる)、 3は暗褐色土 (荼田粒 )、

4は淡褐色土 (4田粒 )、 5は地山である岩盤の風化

層である。

-6-

Fig 5上 多々良遺跡(第 4次 )

A地区調査区配置図(1/2,000)

Fig 6上 多々良遺跡(第 4次 )

B地区調査区配置図(1/2,500)
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PL l 上多々良遺跡 (第 4次 )土境(A5地点 )0           2m

Fig 7上 多々良遺跡(第 4次 )土壌実沢1図

(A5地点 。1/80)

(4)出土遺物 (Fig.8)

A5地 点から陶磁器・鉄釘等が出上 している。 1は染付の土瓶で、検出した土鍍の中に広 く

散 らばっていた。復元口径 10。 4cm、 胴部最大径 19,7cmで ある。そろばん玉形の体部で、口縁

部は短く立ち上がる。内外面とも施釉されているが、内面は口縁部、外面は下 1/4は施釉され

ていない。 2～ 5は金属製品である。 2・ 3は鉄釘と思われ、 4・ 5は不明である。

0                10cm 0             5c韓
馨

一Fig 8上 多々良遺跡 (第 4次 )出土遺物実測図(1/3,1/2)

(5)ま とめ

A地区の調査は、上多々良箱式石棺群及び上多々良遺跡第 3次調査等で確認されている箱式

石棺や円墳の広がりを確認することが調査の一つの目的であった。丘陵上に古墳の痕跡を確認

することはできなかつた。A5地点から土墳を 1基確認したが、19世紀代のものと考えられる。

地元では、江戸時代に付近で刃傷沙汰があり、その時に亡くなった人の首を山の上に埋めたと

の言い伝えがある。この上渡がその地点にあたるかは確認できないが、興味の湧 く話である。

B地区の調査では古代の水田跡の検出に主眼を置いたが、特筆すべき遺構 。遺物は検出されて

ヤヽア焚Vヽ。

今後、A地区は更に東に派生する舌状丘陵があり、調査が必要である。B地区も更に調査箇

所を増やしていく必要がある
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2.川 辺 遺跡

所 在 地 延岡市大貫町 6丁目143-1外 2筆

調査原因 水源地ポンプ場改築

講酎査其用FHE  20060317ヘン20060331

(1)位置と環境 (Fig.9)

調査地は市内中心部を流れる五ヶ瀬川と大瀬川

に挟まれた中洲に位置する。その分流点より約 1.5km

大瀬川の左岸である。川までは約 120mで ある。

ここに市の水源地である、西階水源地が所在する。

今回の調査は、この水源地の改築に伴い実施した

ものである。

当地周辺は、古代律令制のもと設置された駅、

川辺駅 (かわのべのえき)の所在が想定されている。

現段階で位置の確定はできていない。また、周辺

の低丘陵地には国指定南方古墳群の大貫支群が点

在している。大貫支群は前方後円墳 1基、円墳 9

基、横穴 1基で構成される支群である。

(2)調査の概要 (Fig。 10/PL.2)

調査は トレンチ法を用い、 3箇所を設定した。

調査地の上層は以下の通 りである。第 1層耕作

土 (現在の畑作)暗褐色砂質土。第 2層淡暗黄褐色

砂質土。第 3層黄褐色砂質土 (粘質上が混じる)。

川の近 くという立地であり、全体に砂が覆ってい

た。安全面を考慮し、調査での掘削深は約 160 cm

である。

特筆すべき遺構は検出されていない。遺物は土

器の小片等が出土している。摩耗がひどく、調整

は不明で、2～ 5cm大の小片であることから、器

形の推定も難しい。

(3)ま とめ

今回の調査では、古代駅跡を伺わせる遺構・遺

物等は検出されていない。

f…

‐
＼

0            50m

―
Fig刊 0川辺遺跡

調査面積 151,Or
担 当 者 尾 方

処  置 工事実施
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(1/2,500)

Fig 9川辺遺跡 位置図(1/15,000)

PL 2川辺遺跡 近景 (南から)
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3.延岡城内遺跡 (第 14次 )

所 在 地 延岡市天神小路299-10外

調査原因 個人住宅建設

調査期間 20060214～ 20060222

(1)位置と環境

延岡市中心部を流れる五ヶ瀬川と大瀬川に挟ま

れた川中地区は、城山(53.4m)を中心として、近世

延岡藩の政治、経済の中枢部であつた延岡城が立

地し、現在も本市の行政・経済活動の拠点となつ

ている。

延岡城は、慶長 6～ 8年 (1601～ 1603)|こ かけて

初代延岡藩主高橋元種によって築かれた平山城で、

県内最大の近世城郭として位置づけられている。

城は河川を天然の要害とし、丘陵裾には水堀を巡

らし、城の東側にある城下町との境界には土居や

水堀を配置していた。また、丘陵部には石垣群が

築かれ、本九、ニノ丸、三ノ丸から成る本城 (城山

公園)と 西ノ丸 (内藤記念館・亀井神社)の二郭で結

成され、櫓、門などが造られた。城郭の北面は大

手口となつており、防衛機能強化のため内堀が三

重に築き、堀間には泉橋 と宝橋の木橋が二重に造

られ、有事の際は敵の進入を遮断する構造になっ

ており防衛機能強化が図られていた。石垣の石材

は、行膝山から産出される花南斑岩、愛宕山産の

砂岩 9ヒ谷川に石切場跡残存)の 自然石や粗割石を

はじめ、五ヶ瀬)|1流域で多く産出される阿蘇溶結

凝灰岩の切割石を使用しており、高さ約 22m、 総

延長約 70mに及ぶ石垣「千人殺し」を代表とする石

垣などが残存している。一方、城下町においては、

明治 15年の大火や戦災によって当時の街並み景観

は消滅しており、道路配置や町名などが当時の面

影を留めている程度である。また、西ノ丸にあっ

た旧藩主内藤家御殿 (明治 23年再建)や武家屋敷群

もその多くが戦災などによって消滅しており、現

在は比較的大きな屋敷割 りが往時の状況を伝えて

セヽる。

調査面積 21,0だ

担 当 者 山 田

処  置 慎重工事

Fig 12 延岡城内遺跡(第 14次 )調査区配置図

(1/2,500)

韓

Fig ll 延岡城内遺跡(第 14次)位置図 (1/15,000)

PL 3 延岡城内遺跡 (第 14次 )近景 (北から)
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Fig,13 延岡城内遺跡(第 14次 )土層断面図(1ト レンチ・780)

増茶IB亀 土
若fth性があり、ガラス片 詢轄警片 (近現代)麗 じる
垂坦■

を暴赤tB色粘質■
1日 組■(炭化物澄じる

療機色指質土
格性があり、黄占aH主機 (l ca)多 く罷じる

葉終色お質■ (2磨 )

猪穀があり、策台雹着圭徹 OSヽ 1翻)貢び浪化物澄じる。緯上少量
暗議AIB色基質■ (3層 )

継 があり、凝化鯵 105～ lm)多 くlAじ る
舅泰鶴色お質と (4癖)

位
'線

かく、凌ftlp捜 じる。他屋に比八埼質
茶協色聴質主
やや固く続まり、擁主粒 僚14幼連じる
造終の打指桂あるが群部不eB

贈暴赤褐色略質■
格性あり,嬢■紅 戻化範邊じる

資祭鶴色岩箕圭
凝原石及び廃鞣格驚髪灰岩あり,地n岩賓主て非常に鐵く結まる
森筋姦鷲の再競セ

茶鶴色砂と
均質な砂(誤水時の追灌撃績物

明tBO着賃上
療化切・貨白色着粒を多く淀じる

女白色を■
魂代の客■

鷲茶鶴色お賓
=(■

鍼 1)
蕨イヒ修及び淡業白色培上位 0～ ,ca)縄 じる

(2)調査の概要

調査地は、延岡城西之丸のすぐ南側に隣接する

平坦地で、武家屋敷地の一角にあたる。付近は戦

災で被災した地域にあたり、戦後に建設された木

造家屋が撤去・整地されていた。調査は、予定地

内の東西と南北方向にトレンチを設定して実施し

た。第 1ト レンチは、旧建物解体等に伴い西側を

中心として地表下約 40～ 60 cmま で攪舌しを受けて

おり、近現代の遺物が混在して出土した。その直

下 (3層 )は概ね 18世紀以降の陶磁器類が出上して

おり、西側壁面土層観察において土鍍 1を確認し

たはか、西から東方向に傾斜する層序が観察され

たことから、溝状遺構等の可能性も思料される。

第 2ト レンチは、1ト レンチ同様の層序を確認し

たが、2層 と3層の境界で明瞭な焼土層を検出し

たことから、2層の遺物混入状況から推察して境

界面は戦災時の被災面であると思料される結果と

なつた。最下層は明茶褐色粘質土を確認したが、

遺構 。遺物等はみられなかつた。

PL 4 延岡城内遺跡 (第 14次 )

土層断面(1ト レンチ)

PL 5 延岡城内遺跡 (第 14次 )遺物出土状況

(1ト レンチ)
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Fig 16 延岡城内遺跡(第 14次 )出土遺物実測図 3(可 /3)

(3)検出遺構

第 1ト レンチより、土層断面観察から土鍍 1を検出した。

(4)出土遺物

各々のトレンチより戦災面とみられる2層 (攪舌L層 )か ら3層にかけて陶磁器を中心に出土し

た。各遺物の詳細については、別表に記載しておく。

(5)ま とめ

今回の確認調査では、近現代の攪乱が多く見受けられたが、近世の陶磁器類をはじめ土渡の

一部を確認するなど一定の成果が得られた。一方、高橋元種の築城期の絵図史料に描かれてい

る西ノ丸南側の堀跡の存在可否についても明確な判断材料は得られなかった。引き続き今後も

予想される周辺開発に留意する必要があろう。
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Fig.17 延岡城内遺跡(第 14次 )出土遺物実測図4(上境 1・ 1/3)
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物

号

遺

番 種 別 器  種 出土地点 層 位
量

形態及び文様 備  考

1 匈器 /1ヽ杯 2ト レンチ 2層 60 外面笹文 肥前 18c

2 滋器 染付小杯 1ト レンチ 3層 75 焼成不良 肥前 18c

3 磁器 染付小碗 2ト レンチ 2層 外面雀文 底部二重圏線 畳付け砂目積み涯 月巴前

4 磁 器 染付碗 2ト レンチ 2層 32 焼成不良 内面白色粒子付着 一削

5 磁 器 染付碗 1ト レンチ 3層 見込み二重圏線 外面変形宇文・蝶文 肥前 18c後半～ 19c前 半

6 磁器 染付碗 1ト レンチ 2～ 3層 97 外面龍文 肥前 17～ 18c

7 磁器 染付碗 1ト レンチ 3層 外面 。内面見込み変形宇文 肥前 19c前半

8 磁 器 染付碗 1ト レンチ 3層 35 外面・内面見込み変形字文 肥前  19c前 半

9 磁 器 染付碗 1ト レンチ 2～ 3層 外面変形宇文 肥前 19c前 半

陶器 碗 1ト レンチ 3層 内外面刷毛 目模様 一副

磁 器 染付碗 表 採 底部 二重圏線 一削

磁 器 染付碗 1ト レンチ 3層 内外面二重網目文 肥前 18c

磁器 染付碗 1ト レンチ 土墳 1 内外面二重網目文 高台内面 「渦福」 月巴甫1  18c

磁 器 染付碗 表 採 外面網 目文 肥前系  17～ 18c

磁 器 染付碗 1ト レンチ 3層 36 見込み二重圏線 肥前系

磁 器 染付碗 表採
見込み二方配置文・二重圏線 外面唐草
文 高台内面「球J銘款 月巴高1  18c

磁 器 鉢 1ト レンチ 3層 内面日縁部四方欅文 外面唐草文 月巴前  18-19c

磁 器 染付皿 1ト レンチ 2～ 3層 76 見込み松竹梅文、蛇ノロ釉剥ぎ高台 肥前 17～ 18c

磁器 猪 日 1ト レンチ 一括 87 内面口縁部四方欅文 外面氷裂菊花文 肥前 17c末 ～ 18c前半

磁 器 染付蓋付鉢 1ト レンチ 3層 日縁部和剥ぎ 外面花文 肥前系

磁 器 染付碗 1ト レンチ 3層 内面山水文 見込み環状松竹梅文 。二重
圏線 高台内面圏線「富貴長春」銘

肥前 18c後 半

磁 器 染付輪花皿 2ト レンチ 一括 23 外面唐草文 見込み松竹梅文 高台内面
「成化年製」銘款 肥前 18c

磁器 色絵人形 1ト レンチ 2～ 3層 鶏 肥前系

陶器 瓶 表採 外面鉄釉 肥前系  19c

磁器 火鉢 表 採 外面貫入あり 瀬戸美濃 19c

陶器 鉢 1ト レンチ 3層 25 5 外面底部露胎

陶器 皿 1ト レンチ 3層 23 内外面褐色釉 外面日縁部四重沈線 内
外面に焼成時の積み重ね痕あり

陶器 水指 1ト レンチ 3層 白土刷毛目 肥 前

土師器 小 皿 2ト レンチ 一括 25 11 内面褐色和 糸切 り底

土師器 灯明皿 1 トレンチ 3層 口縁部煤付着 表面摩滅

土師器 |ヽ 皿 1ト レンチ 3層 54 糸切 り底

土師器 」ヽ皿 1ト レンチ 3層 糸切 り底

陶器 糟鉢 1ト レンチ 3層 明石

匂器 悟鉢 l トレンチ 3層

殉器 鉢 表採 29 2 内面白土刷毛目 単削

金属製品 鉄釘 1ト レンチ 土墳 1 14 05 02

金属製品 鉄釘 1ト レンチ 土墳 1 12 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 土墳 1 14

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 土墳 1 16

第 2表 延岡城内遺跡 (第 可4次 )出 土遺物観察表 1
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物

号

遺

番 種  別 器  種 出土地点 層 位
法  量

形態及び文様 備  考
口径・ 築径 罐

金属製品 鉄 釘 1 トレンチ 1層 16 05 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 14

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 16 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 16 03

金属製品 鉄釘 1ト レンチ 1層 17

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 17 03 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 13

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 11

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 14 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 13

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 12 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 11

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 12

缶属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 13 04 02

金属製品 鉄 釘 1ト レンチ 1層 15 15

磁器 小碗 1ト レンチ 1層 47 端反碗 貫入あり 古城焼 19c

磁 器 碗 1ト レンチ 1層 62 外面草花文 底部露胎 関西系

土師器 ′卜皿 1ト レンチ 1層 12 内面褐色釉

第 3表 延岡城内遺跡 (第 14次 )出 土遺物観察表 2
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PL 9延岡城内遺跡 (第 14次 )出土遺物 3
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PL 10 延岡城内遺跡 (第 14次 )出土遺物 4-司

PL ll 延岡城内遺跡 (第 14次 )出土遺物 5-2
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4,御堂原遺跡 (第 1次 )

所 在 地 延岡市岡元町 627-2

調査原因 携帯電話無線基地局建設

調査期間 20060306～ 20060316

(1)位置と環境 (Fig.18)

調査地は市の西部の岡元町に所在する。岡元町周辺

の五ヶ瀬川左岸台地は、古 くから旧石器や土器片等が

採集され、遺跡の宝庫として知られている。今回の調

査地もこの台地上に所在し、標高約 41mの南縁部に位

置する。

(2)調査の概要 (Fig。 19/PL.16)

携帯電話無線基地局建設に伴 う調査であるため、調

査対象面積も約 300だ と狭 く、予定地の中心付近に調

査区を設定した。

土層の堆積状況は以下のとおりである。 第 1層黒

色土 (耕作土)。 第 2層アカホヤ火山灰層。第 3層黒色

土層。第 4層褐色ローム漸移層。第 5層褐色ローム層。

第 6層黄褐色ローム漸移層。第 7層黄褐色ローム層。

第 8層河岸段丘レキ層。第 9層暗赤褐色岩盤層。

第 2層のアカホヤ (以下 Ah)は台地の低位方向のみの

堆積で、上位の黒色土ともに撹乱を受けていた。第 3

層は縄文早期の遺物包合層にあたる。出土遺物は無い

が、焼レキを検出している。第 4層～第 6層で旧石器

が出土している。第 7層以下は地山と判断される堆積

である。阿蘇第 4火砕流 (Aso4/約 8万年前)以降の台

地の形成状況を伺い知る事の出来る層序である。第 8

層のレキ層は台地高位方向のみの堆積であった。

(3)ま とめ

第 3層で焼レキが出土しており、また、境舌L穴の中

から姫島産黒曜石の剥片が出土している。周辺に集石

遺構等を合む縄文早期の遺跡の所在する可能性が高い

と判断される。第 4層～第 6層 にかけて接合資料を合

む石核が合まれる旧石器が 10点ほど出土している。石

器製作に係わる遺構 。遺物の出土が高いと判断した。

以上のことから開発業者と協議を行い、本調査を行 う

こととなつた。

調査面積 11.4∬

担 当 者 尾 方

処  置 本調査

Fig 18 御堂原遺跡(第 司次)位置図

(1/15,000)
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Fig 19 御堂原遺跡(第 1次)調査区配置図

(1/600)

PL 16 御堂原遺跡 (第 可次)近景 (西から)
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5.上 大 瀬 町 出 口地 点

所 在 地 延岡市上大瀬町 3-14・ 3-16

調査原因 個人住宅建設

調査期間 20060412～ 20060417

(1)位置と環境

上大瀬町は、延岡市中心部を東流する大瀬ナ|1南

岸の沖積平野上一角に位置し、南には愛宕山951.2ml

が立地する。周辺地域では、これまでに本格的な

発掘調査等が実施されていないため詳細は不明で

あるが、弥生時代後期の突帯文を多数有する壺形

土器 (恒富町)や瀬戸内系の影響を示す三角透し穴

を有する高イ (三須町)な ど他地域との交流を示す

資料が得られており、弥生時代～古墳時代を中心

とした遺跡群の存在が推定されている。また、古

城町には中世土持氏の井上城跡があり、天守山68.40

と呼ばれる籠城跡には曲輪群が残存し、谷を挟ん

で東側には居館があった高台輸J価学会会館付近)

が残つている。当時、土持氏は西の三田井氏 (西 臼

杵郡高千穂町)及び南の伊東氏 (束臼杵郡門川町)と

の対立関係にあり、旧街道筋の東側高台に位置す

る本城は、同氏の戦略上拠点的存在であったこと

が窺える。この他、居館跡の高台斜面上には古城

貝塚 (縄文時代 ?)や日常雑器を生産していた古城

窯跡 (近世)存在し、平野部には延岡地域における

能楽の黎明期の舞台ともなつた惣泉寺跡 (田 中薬師

寺跡 。中世)と 呼ばれる伝承地が残っている。大瀬

川南岸域には新小路といった武家屋敷地が存在し

ていたが、昭和 10年の安賀多橋架け替えに伴 う区

画整理事業や、建設省直轄河川五ヶ瀬川改修事業

(S26～ S36)に より大瀬川南岸も拡幅 (約 56m)さ

れ、出口町や上大瀬町・春 日町などの一部が消滅

するなどしており、区画割の大きな屋敷地が残る

程度で落政時代の面影は殆ど見受けられない。

調査面積 6.0だ

担 当 者 山 田

処  置 工事着手

《 ―
1■ホ

Fig 20 上太瀬町出口地点 位置図(1/15,000)
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PL 17 上大瀬町出口地点 近景 (北から)
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Fig 22上大瀬町出口地点 土層断面図(1/80)

(2)調査の概要

調査地は、市道上に面した宅地で、旧建物は既に撤

去されており更地 となっていた。そこで、対象地内に

1カ所の トレンチを設定しクラッシャーラン除去後に

実施した。

調査の結果、層序は概ね粘質土を中心とした 1～ 12

層の土層が確認され、最深部で約 1.6mほ ど掘 り下げた

が河原石や砂層といった大瀬川の洪水堆積層や湧水面

は検出されなかった。現地表下約 0.2mを中心とした 2

層から遺物を少量検出した。5層以深は、 8層 との境

界付近に遺構面とも思われる層序の乱れが見受けられ

たが、硬化面や遺構 。遺物を検出していないため、今

回の調査では判断を見送 り、今後の周辺調査に委ねる

こととした。また、近世～近代遺物を検出した 2層か

らはガラス片、漆喰片と共に焼土粒も検出しているこ

とから、戦災の影響とも推定されるが、延岡市の罹災

状況図には被災地域の西側境界の新小路通線 (桜並木 )

より西側の隣接地 となっていることから、当時の被災

地域が記録図面以上に広がつていた可能性を示すもの

として注目される。

(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物

2層よリー括資料 として出土した。1は、肥前系青

磁碗で、外面に箆彫文様がある。2は、磁器の染付小

瓶である。外面には瑠璃釉が施され、庵川焼 (東臼杵郡

門川町)の可能性がある。3は、肥前系磁器の染付碗で、

内外面に線描模様がみられる。4は肥前青磁で、見込

み及び高台内面は無釉となつている。5は磁器の染付

PL 18上大瀬町出口地点

航空写真 (昭和 23年 ,GHQ撮影 )

PL 19上大瀬町出口地点 土層断面 1(東壁 )
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PL 20上大瀬町出口地点 土層断面 2(東壁 )



皿で、内外面に緑釉が施される。6は土製玩具の燈籠である。火袋は六面あり、上下方向と宝

珠部に紐穴が作られている。7は土錘片である。8は土製玩具の土玉である。9は土製玩具の

面打である。 10～ 14は鉄製釘である。

(5)ま とめ

今回の試掘調査では、近世武家屋敷に関連する遺構は検出されなかったが、土製玩具を中心

とした遺物が出土し、城下の風俗・生活の一端が窺える資料が得られた。また、不明であった

堆積状況も判明し、周辺開発に対する基礎データが得られたともいえる。引き続き開発事業に

対する調整等が必要になろう。
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Fig 23上大瀬町出口地点 出土遺物実測図(1/3)

第4表 上大瀬町出口地点 出土遺物観察表
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13

移

・珍

物

号

遣

番 種 別 器  種 出土地点 層 位
法  量

形態及び文様 偏  考

l 磁器 青磁碗 1ト レンチ 2層 外面箆削りによる陰刻模様 肥前系

2 磁 器 染付小瓶 1ト レンチ カクラン 瑠璃和 庵川焼 19C

3 磁器 碗 1ト レンチ 2層 線書き模様、畳付け釉剥ぎ、高台外面青磁紬 月巴信ほ,19C

4 磁器 青磁碗 1ト レンテ 2層 見込み・高台内面無釉、内外面貫入

5 斃器 染付皿 1ト レンチ 2層 内外面緑釉 肥前系

6 土製品 灯籠 1ト レンチ 2層 23 13 六角灯籠、笠部及び主軸に組穴あり 18～ 19C

7 土製品 土 錘 1ト レンチ 2層 11 1ユ 欠損品 18～ 19C

8 土製品 土 玉 1ト レンチ 2層 玩具、淡赤黄褐色 18～ 19C

9 土製品 面打 lト レンチ 2層 玩具、上面模様、淡赤黄褐色 18-19C

瑛製品 鉄 釘 1ト レンチ 2層 欠損品 18～ 19C

鉄製品 鉄 釘 1ト レンチ 2層 欠損品 18～ 19C

鉄製品 鉄 釘 1ト レンテ 2層 欠損品 18-19C

鉄製品 鉄 釘 1ト レンチ 2層 久損品 18～ 19C

鉄製品 鉄 釘 1ト レンチ 2層 久損品 18～ 19C
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6.幸 町第 1地点 (十 日ア ヅマヤ跡 )

所 在 地 延岡市幸町 2丁 目125番地外

調査原因 商業ビル建設

調査期間 20060512～ 20060525

(1)位置と環境

延岡市の中心市街地に位置する幸町は、祝子川

と五ヶ瀬川に挟まれた今山丘陵の東端部裾の平野

部に位置する。北東約 200術には JR延岡駅があり、

昭和 60年代前半まで本市の中心的な商業地として

栄えていたが、郊外型店舗や県外資本による大型

店舗の進出などにより同地域は衰退し、当該地に

あつた市内唯―の百貨店も数年前に廃業している。

その後、中心市街地活性化構想などに基づく商

業テナン トビル建設が具体化したため、主管課の

商業観光課と埋蔵文化財の取 り扱いについての協

議を行 うに至つた。予定地周辺は昭和時代後半の

上下水道工事や都市開発の際に弥生土器片等が断

片的に検出されていたことから、予定地にも埋蔵

文化財の所在の可能性も考えられた。このため、

事前の試掘調査を実施し、埋蔵文化財の有無につ

いて状況把握することとした。

(2)調査の概要

調査は、予定地が駐車場として利用中であるた

め、極力影響が出ないように配慮しながら、重機

等を活用した トレンチ法により2カ所設定し実施

した。

調査の結果、アスファル ト路面及び路盤層の下

部は、地表下 170～ 260芋ン
まで旧建物基礎撤去時

の攪舌L層 を検出したが、下層は良好な自然堆積層

が確認され、明青灰茶褐色粘土及び、明青灰色砂

土 (祝子川堆積砂層)が見受けられ、湧水を確認し

た。攪舌L層下部に、上層の暗茶褐色粘質土 (延岡城

跡周辺における遺物包合層)ブロックが混入してい

ることから、遺物包合層の可能性がある地層は、

旧建物基礎によって昨平されていると考えるのが

適当とみられる。

なお、予定地西側に トレンチ設定していたが、

調査面積 40.0ポ

担 当 者 山 田

処  置 工事着手

Fig 24 幸町第 1地点 位置図 (1/15,000)

欝

PL 23 幸町第 1地点 近景 (東から)
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重機掘削の震動による隣接建物への被害が懸念された

(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物

なし

(5)ま とめ

今回の試掘調査は、延岡駅周辺における初例の

調査であった。旧建物が RC構造 8階建ビルといつ

た困難な条件下で、遺物包合層と推定される地層

は滅失していたが、祝子
'II水

系の砂層の検出など

古環境が推察される資料が得られた。今後も引き

続き周辺の諸開発事業に留意する必要があろう。

PL 24 幸町第 1地点 調査風景 1(東 から)

PL 25 幸町第 司地点 調査風景 2

(1ト レンチ 。東から)
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Fig 26幸町第1地点 土層断面図(1/80)

PL 26 幸町第 司地点 土層断面

(2ト レンチ・東から)
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1ト レンテ    9

0             2m
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7。 愛宕山第 1遺跡

所 在 地 延岡市愛宕山 6112番 52

調査原因 携帯電話無線基地局建設

司司型墜真月犀尋  20060530ヘン20060612

(1)位置と環境

延岡市街地の南に位置する愛宕山 (標高 251.2m)

は、延岡平野の西側から貫入するように立地し、

東流する五ヶ瀬サ|1水系の大瀬サ||が愛宕山の手前で

北東方向に転じて五ヶ瀬ナ||と 北川水系に合流し、

日向灘に注いでいる。眺望は良く西を除く三方に

開けており、市街地や日向灘を望む絶好のビュー

ポイン トとして広 く市民の憩いの場ともなってい

る。

古 くは笠沙岬や笠沙山とも呼ばれ、ニニギノミ

コトや木花咲耶姫に関わる神話伝承が伝えられて

いる。また、慶長 8年 (1603)の 初代延岡落主高橋

元種による延岡城 (県城)築城の際、天守台跡 (現鐘

突堂付近)にあった社を愛宕山に移転したとも伝え

られており、山頂より北麓の約 23万坪 (760,000r)

が愛宕神社の社有地になつている。

調査地は、愛宕山の北麓にある標高約 ■Omの

急な傾斜地に立地する。一帯は、大正 10年の日本

窒素肥料株式会社 (現旭化成)が恒宮地区に工場進

出を行つた影響で農地が激減したため、昭和初期

に地元恒富地区が神社の了承を得て開墾された農

地の一角にあたり、調査地北東角には当時の開墾

記念碑が残っており、現在でも数軒が畑作を中心

とした農業を営んでいる。調査地は、北に面した

傾斜地で、以前は栗や蜜柑栽培が行われていたよ

うであるが食害等のため土地利用はされていない。

(2)調査の概要

調査は、予定地にトレンチを 3ヶ所設定して実

施した。

調査面積 34.0∬

担 当 者 山 田

処  置 工事立会

Fig 28 愛宕山第 1遺跡

Fig 27 愛宕山第1遺跡 位置図(1/15,000)

調査区配置図(1/500)
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PL 27 愛宕山第 1遺跡 遠景 (東から)
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Fig.29 愛宕山第1遺跡 土層断面図 (1/80)

調査の結果、予定地西側の傾斜に直行するように設定した第 1ト レンチは、他のトレンチと

比較してやや窪みのある良好な土層堆積が確認され、堆積状況から開墾により埋没した谷筋の

存在が窺えた。また、不明瞭ながらアカホヤの二次堆積と見られるブロック層も検出された。

この他、表土直下から土師器片が少量出上し、愛宕山麓における「埋蔵文化財包蔵地」の存在が

初めて確認された。第 3ト レンチは、第 1ト レンチの東に隣接して設定し遺物包合層の広がり

を探つたが、反応はなく検出された遺物は谷上流域からの流入品の可能性が考えられる結果と

なつた。傾斜に沿って設定した第 2ト レンチは、他のトレンチと様相が違い、表土直下から多

量の地山岩砕を検出し、他の トレンチとは様相を異にする結果となった。

(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物

第 1ト レンチから土師器片を少量検出した。 1は、高台付椀である。外面は摩滅しているた

め調整等は不明であるが、高台は底部縁辺に貼り付けられている。2は、小皿で外面はヘラ削

りが施され、底部から体部にかけてシャープに立ち上がる。

(5)ま とめ

今回の試掘調査は、愛宕山山麓における初の調査となり、少量であつたが平安後期の資料が

得られた。遺構は検出されず本調査の必要はないが、笠沙山信仰との関連づけも考えられ、古

代から中世にかけての遺跡の存在が窺える結果となった。内藤家史料の「井上古城之図」には、

調査地付近に記載は見られないが、北谷の登山口から山頂にかけて愛宕神社に関連する施設が

参道などが描かれており、史料と照合することにより詳細なデータを収集することが可能と思

料される。今後も引き続き周辺の諸開発事業に留意する必要があろう。
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Fig 30 愛宕山第 2遺跡 出土遺物実測図(1/2)

PL 28 愛宕山第 1遺跡

2

出土遺物 1

PL 30愛宕山第 1遺跡 完掘状況 (司 トレンチ)

PL 32愛宕山第 司遺跡

岩砕検出状況(3ト レンチ・南から)

PL 29 愛宕山第 1遺跡 調査風景 (司 トレンチ 。東から)

PL 3可 愛宕山第 1遺跡 土層断面(1ト レンチ)

-29-



8.稲葉崎町宮田地点

所 在 地 延岡市稲葉崎町 2丁 目 2425番 1・ 2

調査原因 携帯電話無線基地局建設

司司型筆箕月FH1  20060613へ/20060616

(1)位置と環境

延岡市の中心市街地から北北束約 3.4 kmに位置

する稲葉崎町は、祝子川と北川に挟まれた丘陵及

び田畑で構成される。隣接する樫山丘陵から低丘

陵地帯にかけて古墳時代中期を中心とした古墳群

が形成されており、樫山 A号古墳 (内行花文鏡・小

札鋲留型衝角付冑)な どが知られている。なかでも、

菅原神社古墳は現存墳長 110mを測る県北最大の前

方後円墳で、形状の詳細は削平により不明である

が、周辺地形から推定される周庭帯若しくは周壕

を合めると最大長約 170mを測る九州島内有数の大

古墳 となる。さらに、戦後撮影の航空写真には、

同墳南東約 300mにおいても同規模の前方後円墳の

痕跡が確認されることから、同地区は古墳時代に

おける日向地域有数の拠点地域として存在してい

たと推定されている。

調査地は、菅原神社古墳から東に約 250mにある

標高約 2mの休耕田で、古くから水田地域 として土

地利用が行われていた地域である。今回は、周辺

に立地する菅原神社古墳等に関連する遺構・遺物

の有無及び層序の状況を把握するために実施した。

(2)調査の概要

調査は、田植え前の水入れ時期と重なつたため、

地表面は水没状態であった。したがつて、重機の

活用も出来ず、手作業により周囲に上手を築き廃

水処理と並行した作業となつた。表上の水田層下

の 3層は、河川からの流入品とみられる木片を確

認した。また、3・ 4層の境界は波形のようなライ

ンが観察され、洪水や津波等の自然災害が関係し

ていた可能性がある。この他、約 110 cm下 げたが、

湧水が激しく壁面が崩落するなどしたため調査を

終了した。

調査面積 5,0だ

担 当 者 山 田

処  置 工事着手

茸  |
Fig 32 稲葉崎町宮田地点

Fig 31 稲葉崎町宮田地点 位置図 (1/15,000)

PL 33 稲葉崎町宮田地点 近景 (東から)
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(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物

なし

(5)ま とめ

今回は、湧水が激しい厳しい条件下での調査

となつたため、期待された古墳時代関連の埋蔵

文化財は確認されなかったが、引き続き周辺の

諸開発事業に留意する必要があろう。

1  水穏上
暗共掲色始質土

2  驚黒灰禍色43質土
粒子細かく、結性高い

9  暗黒灰0粘質圭
粒子細かく、お性あり。激化材少長濃 じる

4  暗奮仄0砂質土
砂質に密み、粒子細かい.下位は鉄分溶出あり

中位は0,～ 03mの 小石多い。と機化石あり

5  暗帝灰色7/質上
砂質に富み、0河 ～03mの小石多い

6  朔黄格色岩砕
和H建周辺蓬当の岩群。穂ロイヒに使月した客主

Fig 33 稲葉崎町宮田地点 土層断面図 (1/80)

PL 34 稲葉崎町宮田地点 航空写真

(昭和 23年 。GHQ撮影 )

PL 35 稲葉崎町宮田地点 調査風景(北東から)

PL 36 稲葉崎町宮田地点 完掘状況(北東から) PL 37 稲葉崎町宮田地点 土層断面(南壁)
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9.延岡城内遺跡 (第 15次 )

所 在 地 延岡市天神小路 304-9

調査原因 個人住宅建設

調査期間 20060817～ 20060830

(1)位置と環境

延岡城は、慶長 8年 (1603)初 代延岡藩主高橋元

種によって五ヶ瀬川と大瀬川を天然の要害として

築かれた平山城で、「県城」又は「亀井城」とも呼ば

れていた。 元種は、慶長 18年 (1613)罪人隠匿の

理由で改易され、続いて有馬氏が肥前国日之江城

(長崎県北有馬町)か ら五万三千石で入封し、直純、

康純、永純 (清純)と 三代続いた。この間に県城は

延岡城に改名<蓬莱山八幡宮 (今山八幡宮 )に寄進

の梵鐘に「日州延岡城主有馬左衛門佐従五位藤原朝

臣康純」>し、城下町も大幅に拡張整備された。元

和元年 (1615)直純の時代に元町 (今の紺屋町西側)、

紺屋町、博労町の三町、康純の時代に大瀬川河川

敷を造成して柳沢町も造られ、いわゆる延岡七町

の完成に至った。承応 2年 (1653)～明暦元年 (1655)

にかけて城の大修築が行われ、本丸東側に三階櫓、

本丸枡形に三階門櫓などが完成し、翌年今山 (蓬来

山)八幡宮に前述の梵鐘 (市指定有形文化財)が奉納

された。寛文 7年 (1667)には、五ケ瀬川にかかる

板田橋が架けられ、新たに大瀬チ|1南岸において武

家屋敷地 (新小路)が整備され、高橋元種によって

着手された城下町整備も有馬康純の時代にようや

く完成した。しかし、天和 2年 (1682)2月 (天和

3年説あり)、 本小路の武家屋敷から出火した大火

があり三階櫓など悉く焼失した。

元禄 5年 (1692)、 三浦明敬は日向国における初

の譜代大名として下野国壬生 (栃木県壬生町)か ら

23000石で人封した。百姓逃散事件の後遺症が残

り、落領も有馬時代の半分以上が幕府領になつて

いた。落名が県から延岡に改名さオ仏正徳 2年 (1712)

に三河国刈谷 (愛知県刈谷市 )に移封した。

調査面積 18.6露

担 当 者 山 田

処  置 工事立会

Fig 35 延岡城内遺跡 (第 15次 ) 調査区配置図

(1/2,500)

Fig 34 延岡城内遺跡(第 15次)位置図 (1/15,000

PL 38 延岡城内遺跡(第 15次 )近景(北東から)
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その後を継いだ牧野氏は、三河国吉田(愛知県豊橋市)か ら歴代延岡藩最大の 80000石で人封

し、成央、貞通の二代続いた。日向国臼杵・宮崎・児湯、豊後国大分 。国東・速見の一部を領

した。寛保 2年 (1742)、 領知 80000石のうち日向国児湯 。宮崎の 3郡 30000石を河内国茨田、

近江国蒲生・野洲・栗太・甲賀、丹波国桑田・船井 。天田・何鹿、美濃国不破の 10郡のうちに

移され、日向国 1郡、豊後国 3郡と併せて 6国 14郡となった。この時期は落財政も窮乏し、享

保 13年 (1728)～ 享保 16年 (1731)ま での藩債は 70000両にも及んだ。こうした背景から、新田

開発、殖産興業等が必要となり、享保 9年 (1724)家 老藤江監物が郡奉行江尻喜多右衛門に命じ

て岩熊井堰工事を着手させ同 19年 (1734)に 完成し、出北村の田畑総反別 122町 1反 5畝 23歩

の増加をみるに至つた。延享 4年 (1747)、 貞通は常陸国笠間 (茨城県笠間市)へ、笠間の井上氏

は陸奥国磐城平 (福島県いわき市)へ、磐城平の内藤氏は日向国延岡へ移封する三方所替えが行

われた。

延享 4年 (1747)、 内藤政樹は 70000石で人封し、政陽、政脩、政認、政和、政順、政義、政

挙の八代にわたり、明治の廃藩置県まで続いた。内藤氏は、延岡入封によって表向き磐城平藩

時代と同じ70000石であつたが、飛地や山野が多いことから実質 20000石余りの減収といわれ、

支配体制整備、殖産興業、財政改革に尽力し、積極的な人材登用による文武振興を行った。ま

た、独【村統治のため、大庄屋の支配する組を定めて担当代官をおき、豊後、宮崎、高千穂には

複数の代官 。勘定人をおいた。明和 5年 (1768)、 本小路に学問所 (学寮))、 武芸所 (武寮)を設置

し、嘉永 3年 (1850)学寮を拡充して広業館に改称、安政 4年 (1857)南町に医学所明道館開設な

ど行つた。政挙は、11歳で家督相続し、明治 2年 (1869)に 延岡藩知事となり、同 4年 (1871)の

廃藩置県により東京府華族にかわり、幕藩体制が事実上終結した。翌年には明治の廃城令によ

り各地の城の取り壊しが行われ、延岡城も同年 6月 に「落城フ廃シ薬園 トナス」との記述があり、

この時期に廃城作業が行われたものと考えられている。

(2)調査の概要

調査地は、延岡城西之丸の南側隣接地で、14次調査の東側約 150mの地点に位置する。調査

は、予定地内の東西方向にトレンチを設定して実施した。表土直下から建物跡の一部と見られ

る石組遺構の一部を検出したため範囲を広げて精査したところ、トレンチ中央部で隅石を確認

した。このため、直交方向に第 2ト レンチを設定して分布の広がりを確認したが、近代以降の

破壊により消滅しているのが確認された。石組遺構は全て阿蘇溶結凝灰岩製の切割石を使用し

て小口積みに並べられており、上面に凹凸が見受けられることから2段以上に積み上げられて

いたと推定される。裏込めには河原石の円礫を利用しており、礫間から17～ 18世紀代の陶磁

器類が出土した。この他、第 2ト レンチの地表下約 130 cmで基盤岩の風化粘土を検出し、直上

の土層から古墳時代の土師器片が出土した。

(3)検出遺構

第 1ト レンチより、破壊された石組遺構の一部を検出した。

(4)出土遺物

トレンチの攪舌L層及び客土中を中心に一括資料として出土した他、石組遺構の栗石中からも

検出された。各遺物の詳細については、別表に記載しておく。
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Fig 36 延岡城内遺跡(第 15次 )石組遺構実測図(1/80)

土層 A
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エ
晴紫鵜色猪要と

格任あり、擁土続漉じる。口家屋解体時の機乱藩
暗黙泰福色絡質と

籍雄あり疫化物・饒士権濃じる
暗索tB缶活質■

猫機あり、やや霞〈艤まる,旗 FLattt・。道わ包含語
F7B費 台色粘賓土

朗芸虐色猫■ (密主)多 く濃しり炭化物台む。議(鰺碧粒子多景
4層 務■幾多く溌とる。無進物語

6  明黄FI色雄貸士
明資EI色務土と砂岩風

`ヒ

と凝じる
″  暗葉語色構質士

路性あり
3  賠泰穏色粘質と

柔らかく務機あり 決化物轟じる。 19整駕趣奮籍
e  淡機色紺質と

格とあり 決化鯵濃じる。き墳時代進物凝入
iO 決黄歯亀猪士

地Ⅲ路転 粘雄高く下醤湘鬱

0              2m

Flg,37 延岡城内遺跡(第 15次 )土層断面図(1・ 2ト レンチ 1/80)

(5)ま とめ

今回の確認調査では、

整地面の表土直下から蔵

等の建物跡と考えられる

石組遺構の一部を検出し、

一定の成果を得ることが

できた。付近一帯は、歴

代藩主の居館 として利用

されていた西ノ丸跡の隣

接地にあたる重要地域と

なっているため、今後も

引き続き周辺開発に留意

しつつ埋蔵文化財の包蔵

状況把握に努める必要が

あろう。 PL.39 延岡城内遺跡(第 15次)石組遺構検出状況 1(南西から)
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Fig 38 延岡城内遺跡(第 15次 )出土遺物実測図 1(1/3)
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Fig,39 延岡城内遺跡 (第 15次 )

0           1ocm

出土遺物実測図 2(1/4)
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第5表 延岡城内遺跡(第 15次 )出土遺物観察表

物

号

遺

番 種 別 器  種 出土地点 層 位
法

形態及び文様 備  考

1 金属製母 煙管 2ト レンチ 一 括 11 火皿欠損

2 磁 器 染付碗 1ト レンチ 表採 7.2 外面網目文 畳付け釉剥ぎ 肥前 17c

3 磁器 染付皿 1ト レンチ 土墳 2
亘豊圏履

「大明成化年製」の一部銘款・
月巴前  17-18c

4 陶器 椀 1ト レンチ 石組遺
構栗石

52 呉器手碗 内外面細かな貫入 畳付け露胎 月巴育1  17c

5 陶器 碗 1ト レンチ
遺
上

組
直

石
構 内外面白化粧上による刷毛目文 一則

6 厳器 染付皿 1ト レンチ 一括 内面花文 一削

7 弦器 染付皿 1ト レンチ 一括 釜面頁毯教≧異長
に
書特馬磋覇ギリ

の釉
8 滋器 染付皿 1ト レンチ 土壊 1

岩層新春ぎ
込み蝶文及び二重圏線、畳

月巴前

9 弦器 染付鉢 1ト レンチ
石組遷
構裏込 内面菊花文

陶器 鉢 1ト レンチ 一括 内外面鉄和

陶器 瓶 1ト レンチ 表採 外面底部無釉

陶器 火 入 1ト レンチ 一 括 内外面鉄釉・胴部に刷毛目 肥前 。17c

陶器 悟鉢 1ト レンチ ―括 争F鋒り群神留騒
目は使用による摩滅あ

肥前・18C前 半 Ⅳ期

土製品 土錘 2ト レンチ 一括 13 焼成良、完形品

上師器 /1ヽ 皿 1ト レンチ
石組遺
構裏込

52 糸切痕

土師器 /1ヽ 皿 1ト レンチ 土壌 2 5,2 灯明皿、日縁部煤付着、糸切痕 ?

瓦 九 瓦 1ト レンチ 上墳 1 22 3 コビキ A及び布目痕

瓦 丸 瓦 1ト レンチ
石組遺
構裏込

26 コビキA
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PL 42 延岡城内遺跡 (第 15次 )出 土違物 司一 司

PL 43 延岡城内遺跡 (第 刊5次)出土遺物 2-1
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P L46 延岡城内遺跡 (第 15次 )出土遺物 3-司 PL 47 延岡城内遺跡(第 15次 )出 土遺物 3-2

PL 48 延岡城内遺跡 (第 15次 )出土遺物4-1 P L49 延岡城内遺跡 (第 15次 )出土遺物4-2

|・¶
PL 44 延岡城内遺跡 (第 15次 )出土遺物 1-2
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PL 45 延岡城内遺跡 (第 15次 )出土遺物 2-2
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10.堂ノ上遺跡

所 在 地 延岡市三須町 1219番地

調査原因 倉庫建設

調査期間 20060927～ 20061013

(1)位置と環境

延岡市の中心市街地から南東約 3 kmの大瀬川南

岸に位置する三須町は、愛宕山から西に派生する

丘陵と開折する谷水田から構成されている。字堂

ノ上 (以下堂ノ上丘陵)にある丘陵は、隣接する小

野町にも広がる地域内唯―の平坦面を有する丘陵

で、県指定延岡古墳群の三須・小野支群が立地し

ている。このうち、1号墳は三須集落内の独立丘

陵上に立地する円墳で、粘土榔の主体部が検出さ

れ、墳丘から積上式経筒 (平安後期)が出土してい

る。また、2号墳は堂ノ上丘陵の南側端部の沖田

平野の水田地帯を一望する墓地内に円墳として子旨

定されている。しかし、旧字図に前方後円墳状の

形状が描かれていることなど本地域初の前方後円

墳の可能性がでてきている。この他、大瀬川を挟

んだ対岸に古代官道の川辺駅跡の伝承地があるこ

とから、本地区内の南北方向に官道跡が予想され

ており、中世土持氏の最初の本格的山城である井

上城跡 (14c～ 15c前葉)が同町東側丘陵に立地す

るなど、地理的にも古墳時代から中世にかけて盛

行した地域にあたる。

(2)調査の概要

調査予定地の堂ノ上丘陵は、標高約 20～ 30mの

なだらかな丘陵で、丘陵の東西には各々南北の谷

が開折し、西側の谷筋には幕末期 (1868)に 延岡落

士の飯田直三郎らによって造られた沖田用水が通

じている。調査地は、同丘陵北束端部に所在する

デイサービスセンター「このみの郷」の西側隣接地

で、なだらかな緩斜面を有する標高約 25mの地点

に立地する。調査は、掘削が予定されている 2ヶ

所に トレンチを設定して実施 した。

調査面積 19.6r
担 当 者 山 田

処  置 工事立会

Fig 4司  堂ノ上遺跡 調査区配置図 (1/2,500)

PL 50 堂ノ上遺跡 調査前

(2ト レンチ・南東から)

籐

鵜

Fig 40 堂ノ上遺跡 位置図 (1/15,000)
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F g 42 堂ノ上遺跡 土層断面図(1/80)

贈黒茶鶴色圭.=療 の客と
明秦裕色土

客■で、バチバサする
明茶協盛士

暗棄芸選色4カ
ンャーランとlZI域 が海入する。明掲a猪 韮粒少霊潟しる

密土で、明穂a構と範が多く凝入する
切姪鶴色絡質主

1音察歯琶落妥笠
森色差

=多
数漉入する

若千お牲があり、バ,ィくナする.籠文色全嬢

調査の結果、1ト レンチの最下層 (6層・暗茶褐

色粘質土)か ら縄文早期の包合層を検出したが、そ

の他は大規模な客土を確認し、福祉施設建設前に

土取 りが行われていたことが判明した。

(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物

客土及び 6層から石器・縄文土器・陶磁器が出

上した。1はチャー ト製の剥片である。2はチャー

ト製の石核 (残核)である。3は、頁岩製の剥片で

ある。4は押型文土器で、外面に楕円押型文を施

す。5は磁器の染付皿で、見込みに蛇ノロ釉剥ぎ

を施す。6は陶器の碗で内外面に貫入が見受けら

れる。

(5)ま とめ

今回の確認調査では、遺物包合層の存在が期待

されたにも関わらず、土取 り跡の確認という予想

外の展開に至 り、非常に困難な小規模土取 りの事

業把握について大きな課題が提起されたといえる。

今後も、引き続き周辺の諸開発に留意する必要が

あろう。

PL 51 堂ノ上遺跡 土層断面(1ト レンチ・西壁 )

PL 52 堂ノ上遺跡 完掘状況(2ト レンチ・東から)
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Fig 43 堂ノ上遺跡 出土遺物実測図(1/2、 1/3)

第 6表 堂ノ上遺跡 出土遺物観察表

物

号

遺

番 種 別 器  種 出土地点 層  位
量

形態及び文様 備  考

l 石器 剥片 1ト レンチ 6層 2.1 11 チャー ト

2 石器 石核 1ト レンチ カクラン 31 残 核 チャー ト

3 石 器 剥片 1ト レンチ 4層 13 打面残る。下部欠損 頁岩

4 上器 深鉢 1ト レンチ カクラン 外面は精円押型文 内面ナデ

5 磁 器 染付碗 1ト レンチ カクラン 見込み蛇ノロ釉剥ぎ 。二重圏線  畳付
け釉はぎ 肥前系 19c

6 陶器 碗 1ト レンチ 5層 内外面貫入あり 関西系  19c
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■.吉野 遺跡 (第 8次 )

所 在 地 延岡市吉野町 1586-2 外

調査原因 事務所建設

計司型革其月FH1  20060516ヘン20060619

調査面積 30.0だ

担 当 者 高 浦

処  置 開発中止

(1)位置と環境

当遺跡は、五ヶ瀬サ||と 大瀬川との分流点付近から上流へ約 300m上流の左岸丘陵上に位置する。

この付近は円墳 7基からなる国史跡南方古墳群や延岡地域を支配していた土持氏一族が、文明

14年 (1482年 )に建立したとされる卒塔婆がみられる。

当遺跡周辺は近年開発事業が多く実施されている。西側には広域農道が南北に走 り、さらに

奥には平成 10年に開校した九州保健福祉大学が望める。東側には平成 17年に一部開通した一

般国道延岡道路が広域農道に平行して走っている。

調査地から南に延びる丘陵は以前は連続していたとみられるが広域農道で分断されている。

この丘陵は広域農道建設の発掘調査により旧石器時代の石器や、縄文時代の集石遺構、弥生時

代の上墳墓、中世の建物跡や道路跡が確認されている。

また、調査地の北側には平成 12年度に宮崎県農業共済組合事務所建設に伴 う発掘調査が実施

され、弥生時代の住居址 1軒をはじめ、縄文時代～先土器時代の遺物が確認されている。

調査地の東及び北側は、宮崎県埋蔵文化財センターによる一般国道延岡道路建設に伴 う発掘

調査が平成 12～ 15年度にかけて実施され、先土器時代の礫群、縄文時代の住居址、古墳時代

の住居址、古代～近世の掘立建物跡や道路状遺構、近世墓が確認されている。

調査地を合むこの周辺は、先土器時代から近世にかけての複合遺跡が存在する地域として認

識されている。

肇 _孝

♪岬

1.吉野遺跡 (第 3次)2.吉 野第 1遺跡 3 国史跡南方古墳群 4.吉 野第 2遺跡 5.市 史跡卒塔婆
6.鬼黒遺跡 7.船 岩遺跡 8 大国寺跡 9.西 階城跡  10 角力田第 3遺跡 襴.今井野遺跡群
12.角 力田第 2遺跡 13.角 力田第 1遺跡

Fig 44 吉野遺跡 (第 8次)位置図及び周辺遺跡分布図 (1/25,000)
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(2)調査の概要

調査地は付近の道路整備や宅地造成により、独立した丘陵を呈していた。調査地は南から北

への斜面地にあたり、調査地は、植林が行われており杉林 となつていた。

調査は、開発予定範囲内で丘陵頂部をメインとし、樹木の間を縫 うような形で頂部付近に 3ヶ

所、北側の斜面地に lヶ所の トレンチを設定し、土層観察及び遺構検出に主眼を置き、人力に

よる掘 り下げを行つた。

本遺跡の基本層序は、①黒色土 (表土)、 ②黒褐色上、③黄褐色土 (アカホヤ火山灰)、 ④黒褐

色上、⑤暗褐色粘質土 (⑥層への漸移層)、 ⑥茶褐色土、⑦黄褐色土 (③層への漸移層)、 ③黄白

色岩土 (地山)であるが、 トレンチ 2、 3、 4では①、④、⑤、③の堆積状況であつた。

これまでの本市における調査では、②～④層が縄文時代以降の遺跡が、⑤～⑥層が縄文時代

以前 (先土器時代)の遺構・遺物が確認されている。

トレンチ 1では、良好な包合層を確認し、遺構は検出できなかったものの、先土器時代の遺

物や弥生時代の高郷片が出上している。

トレンチ 2では、先土器時代の集石遺構 1基 と、蔵骨器埋葬遺構が確認された。遺物は、先

土器時代の遺物が多く出土している。

トレンチ 3でも、先土器時代の集石遺構 1基が確認されている。遺物は、弥生時代～古墳時

代の上器片が少量出土している。

トレンチ 4では、斜面地ということもあり層の堆積が厚くなっていた。遺構 。遺物は確認さ

Fig 45 吉野遺跡 (第 3次)調査区配置図(1/2,000)
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れていない。

開発予定面積が約 5,000だ と広いなか、わずかな トレンチで非常に良好な遺構、遺物が確認

されている。

(3)検出遺構

集石遺構 1

トレンチ 2よ り検出している。拳大程の砂  N一
岩礫を主としているが、人頭大程の礫も少量

合んでいる。

礫内には、石核 1点、磨・敲石 2点が合ま

れている。一辺が約 1。 2mの ほぼ円形状に、焼  _
土や熱により赤化した礫が見られる。

集石遺構 2

トレンチ 3よ り検出している。拳大程の砂

岩礫を主としているが、人頭大程の礫も少量

合んでいる。トレンチ 2で検出した集石遺構

よりも礫が散雑でやや大きい。

約 1.2m× 約 0.8mの楕円形状に、焼土や熱

により赤化した礫が見られる。

蔵骨器埋葬遺構

トレンチ 2よ り検出している。約 2.lm× 約

1.8mの精円形で、深さ約 50 cm程の竪穴状の

上坑に埋納されていた。土坑内には須恵器の

壺が埋納され、壺の口には破損していたが土

師器邦で蓋がされていたと見られる。

壺の周囲には炭化層が確認され、その炭化

層内の壷肩部付近に4枚の上師器イが共伴し

ていた。須恵器壺内には覆土が流入しており、

焼骨は残存していなかったが、その残留と見

られる白い粒子が観察された。

(4)出土遺物

トレンチ 4を除くすべての トレンチから遺

物が出土している。数量は石器約 50点、縄文～

古墳時代の上器片約 80点、須恵器 (蔵骨器)1

点、土師器杯 5点である。 0               50cm
l__ャ  ャ _引

Fig 46吉野遺跡(第 8次)集石遺構 1・ 2実測図(1/20)

♂

・

集石遺構 1

集石遺構 2
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N＼

1 炭化物層
2 暗黄茶褐色土

(地山の岩くず混じる)

0                                40cm

Fig,47吉野遺跡 (第 8次)蔵骨器埋納遺構実測図(1/10)

調査の概要で、比較的良好な状態で層移の堆積が確認できたと記述したが、掲載している遺

物については必ずしもそうではないことが伺える。

1は細石刃である。トレンチ 1か ら出上している。頁岩製で、幅広の逆三角形を呈している。

②～③層から出土している。2はナイフ形石器である。トレンチ 1か ら出土している。ホルン

フェルス製で風化が著しいため、縦長の素材なのか横長の素材なのか、また剥離調整について

も不明である。基部を形成していることが伺える。⑤層から出上している。3は流紋岩の剥片

である。トレンチ 2よ り出土している。礫面を残しており、その面から剥離された剥片素材を

核として、幾度かの剥片剥離が行われている。残核とも考えられる。②～③層から出上してい

る。4は礫面を残す流紋岩の剥片である。トレンチ 3よ り出上している。打面を形成後、剥離

が行われている。横長の素材で、一部礫面からの調整が見られることから、二次加工剥片もし

くはスクレイパー的な要素も考えられる。②～③層から出土している。5は、流紋岩の石核で

ある。トレンチ 2よ り出土している。打面を転移させながら剥片剥離を行つている。②～③層

から出土している。

6、 7、 8は トレンチ 2の集石遺構に合まれていた石器である。6は、石核である。頁岩製

で、打面形成後に一定方向への剥片の剥離が行われている。7は、敲石である。砂岩製で 2分

割となっている。熱による赤化が見られる。下方 (礫面)に主に使用痕が見られるが、分割面に
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Fig.48 吉野遺跡(第 8次 ) 出土遺物実測図 1(2/3)
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Fig 49 吉野遺跡(第 8次 )

0                 5cm

出土遺物実測図2(2/3)
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Fig 50 吉野遺跡(第 8次 )

8

出土遺物実測図 3(2/3)

も若干の使用痕が見られる。8は、磨石である。やはり砂岩製で分割されている。上部平坦面に

磨痕が見られる。

9、 10は トレンチ 1か ら、11は トレンチ 2、 12は トレンチ 3か ら出土したものである。9は、

弥生終末期の甕の口縁部破片である。口縁部下に刻目の突帯を巡らす。10は、弥生終末期の長頸

壷である。口縁部から肩部のみ残存している。風化しているため不鮮明だが、頸部外面にヘラに

よる縦方向への調整が見られる。11は、弥生終末から古墳初頭の甕の底部である。ほぼ丸底で、

外面にハケロ調整が見られる。やや風化している。12は弥生の甕の底部である。風化が著しいた

め、調整等は不明である。13～ 18は蔵骨器埋納遺構に伴 う遺物である。13～ 17は、土師器の邦

である。いずれも風化している。13、 15、 16は、器高が高く箱形を呈す。いずれも外面はヘラに

よるミガキもしくはナデ調整である。13は内面と底部外面に、ヘラによるものか刻目が見られる。

14と 17は器高が低く、また器壁が大きく開くタイプである。17蔵骨器の蓋として用いられてい

たもので、口径が最も広くなっている。18は、蔵骨器として用いられ
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ていた須恵器の壺である。口縁部から顕部は埋納するためか打ち欠かれている。胴部のほぼ中央

で、最大径を測る。外面の一部に自然釉がかかる。外面ヘラミガキ、内面ヘラとナデによる調整

で、内面底部の器壁 との境には、指痕が残っている。

＼甥 ¶
廻静∞

0                 10cm
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4エ ヘ Ⅲ

７

串イ一彎＝ず

ド洋
占
甘
～

Fig 51 吉野遺跡(第 8次 ) 出土遺物実測図4(1/3)
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盛主議 層 器種 1石材| 議長 鎮幅| 一親 11轟量|

1 Tl ②～③ 細石刃 買石 17 85 0 15

2 Tl ⑤ ナイフ形石器 ホル ンフェルス 23 14 22 9

3 T2 ②～③ ユJ片 流紋岩 35

4 T3 ②～③ 剥片 流紋岩 19

5 T2 ②～③ 石核 流紋岩 40 209 5

T2 集石 1 石 核 頁石 78

7 T2 集石 1 磨 石 砂 岩 110 52 507 6

T2 集石 1 敲石 砂 岩 553 0

第7表 吉野遺跡(第 8次 )出土遺物(石器)観察表

鶴歳地| 1翻 器韓郵位
丞 登 e調 |

!焼療| 議長IEll径 底 径 ぬ1臨
|

9 Tl 土 器
霊

日縁部
ナ デ ナ デ 淡赤褐色 淡赤褐色 良 砂粒子少量含む

Tl 土 器
長頸重

回縁～肩部
ヘラミガキ 不 明 淡黄白色 淡黄白色 やや不良 秒粒子多量含む

T2 土師器
甕
底部

18 ケヽ ロ ナ デ 赤褐色 赤褐色 良 砂粒子多量含む

T3 土器
甕
底部 不 明 不 明 浅黄色 浅黄色 やや不俵 砂粒子少量含む

T2 土師器 不
日縁～底部

125 44 冷、フ 不 明 淡黄色 淡黄褐色 良 砂粒子少量含む

T2 土師器 イ
日縁～底部

72 37 お、フ 不 明 淡黄茶色 淡黄茶色 良
砂粒子少量含む
lcm程 の礫混じる

T2 土師器
不

日縁～底部
70 お、フ 不 明 浅黄色 浅黄色 良 砂粒子少量含む

T2 土師器
イ

ほぼ完形
71 47 ´、フ 不 明 浅黄色 淡黄褐色 良

砂粒子少量含む
lcm程の礫混じる

T2 土師器
イ

口縁～底部
15 2 r、

フ 淡黄茶色 淡黄茶色 良 砂粒子少量含む

T2 須恵器
士堕
薪

r、 フ ヘラ・ナデ 淡灰褐色 灰 色 良 砂粒子微量含む

第 8表 吉野遺跡 (第 8次 )出 土遺物 (土器 )観察表

(5)ま とめ

吉野地区は古墳群をはじめ、これまでの調査で先土器時代～中 。近世までと幅広い時代の数

多くの遺跡が確認されている。今回の調査地は、わずかな調査面積で良好な遺跡が包蔵されて

いることが明らかとなった。特に蔵骨器の検出は、延岡市において初めてとなる事例で、不明

な延岡市の古代の歴史を考える上で貴重なものとなつた。延岡市は古代の歴史環境が不明であ

るが、現在まで確認されている数少ない同時代の遺構との比較検討を行い、その解明に努める

事が必要である。

吉野地区はこれまでの調査を踏まえ、今後も周辺の開発の際には、慎重な調査が必要である。

なお、今回の調査から当該地区に埋蔵文化財が確認されたため関係箇所と協議を行った。その

結果、遺跡の重要性を鑑み開発は中止されることとなった。
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吉野遺跡 (第 8次)調査風景 PL 55 吉野遺跡 (第 8次 )集石遺構 1(2ト レンチ )

PL 56 吉野遺跡(第 8次)集石遺構 2(3ド レンチ) PL 57 吉野遺跡 (第 8次 )

蔵骨器埋納遺構 (2ト レンチ)

寧

PL 58 吉野遺跡 (第 8次)出土遺物 1
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PL 59 吉野遺跡 (第 8次 )出土遺物 2

PL 60 吉野遺跡 (第 3次)出土遺物 3
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